データベース

そもそもデータベースとは何か

データベースとは、一言でいえば、「たくさんのデータを蓄積して簡単に利用するための仕組み」
データベース以前の考え方

· データとプログラムが渾然一体化していた。

· 似た処理が別々に大量に作成される。

· その結果、同じデータがプログラムごとに重複して存在する。

· データや処理（プログラム）を同時に利用できない。

データベースの基本

データの一元管理　（同じデータを複数の管理にしない）

データの独立性　（プログラムに依存しないデータ）

データベースのメリット

· 大量のデータを効率良く管理できる。 

· データの多目的の利用ができる。 

· データの利用が簡単にできる。

· データの一元管理により，冗長性が減少する。

· 無駄な重複が無くなりデータ間の矛盾を管理する必要がなくなる。 

· アクセス権限のない利用者からデータを防御しやすくセキュリティーが確保しやすくなる。 

· プログラムごとに準備していたデータの作成の労力が削減できる。

DBMS（データベース管理システム）

Data Base Manegement System

DBMSはデータそのもの（データベース）と利用者（アプリケーション）の間に位置するミドルウェアである。

DBMSにはデータベース定義機能、データベース操作機能、データベース制御機能がある。

スキーマとは何か

データベースを構築するには現実世界のデータを構造化して、コンピュータ内部で表現しなければならない。これをデータのモデル化と言う。
データのモデル化はANSI（アメリカ規格協会）で３階層のデータモデルが提唱されている。

データ全体を概念モデル、外部モデル、内部モデルとしてとらえる。
これらのモデルの具体的な定義をスキーマと呼ぶ。（概念スキーマ、外部スキーマ、内部スキーマ）

データベース定義機能

データベースを作成する場合、データの論理的な構造や物理的な記憶場所などの情報をスキーマとして記述する必要がある。
このスキーマはDBMSに用意されたDDL(DATA Description Language)というデータ記述言語で記述される。

データベース制御機能

データの整合性を維持し、信頼性、機密性などを保つ機能。

排他制御
あるプログラムがデータ更新などを行っているとき他のプログラムからのアクセスを禁止することをロック（Lock）という。
ロックを解除することをアンロック（UnLock）という。

※デッドロック（Dead Lock）　２つのプログラムがお互い相手が要求するデータをロックしたまま、お互いに相手の処理が終了するのを待ち続け、抜け出せなくなった状態。
そのままでは永久に固まったままになる。

機密保護機能


ユーザーのグループによるデータへのアクセス資格を設定できる。（読み書き可、読み込みのみ可、読み書き不可　等）
不正なアクセスを防ぐセキュリティー機能
障害対策機能


データベースに障害が発生したら通常のファイルの障害よりはるかに深刻な影響をシステム全体に与えるので障害からの迅速な回復（リカバリ）機能は大変重要である。

バックアップ


データベースそのものを別の媒体にコピーして不測の事態に備える。

ログの取得


処理や操作の手順を記録してファイルに残したものをログという。

傷害時にこの記録を取得できれば原因の究明の大きな手がかりを得られる。

ロールバック処理

障害発生時にその時点のデータベースの内容を障害発生直前の状態まで復元すること。通常DBMSが自動的に行う（ロールバックリカバリー）

ロールフォワード処理

ロールバックで復元できない時、最新のバックアップファイルなどを利用して障害発生直前の状態まで復元すること。（ロールフォワードリカバリー）


※ロールバックで対処できるのは通常データの入力ミスなどソフト的な障害で、ディスクのクラッシュなどハード的な深刻な障害はロールフォワード処理で対処することが多い。

データベース操作機能

ユーザーはデータベースの操作（検索や更新など）を行うとき、目的のデータが記憶装置のどこに格納してあり、どのような手順でとりだすかなどを知らなくても、データベースに簡単な指示をするだけで目的を達することができる。
これをデータベース操作機能といい、操作内容はデータベース操作言語(DML Data Manipulation Language)を用いて記述する。

DMLの実行方法には次の二つの方式がある。

1. 独立言語方式（問合せ方式）

それだけで独立して動作し、ワークステーションなどから直接入力できる方式。
ある程度コンピュータに慣れた者が直接キーボードなどでコマンドを入力して利用する。

2. 親言語方式


手続き型のプログラム言語にデータベース操作命令（コマンド）を記述しデータベースにアクセスする方法。

アプリケーションとして出来上がったプログラムとしてユーザーに提供し、ユーザーは特にコンピュータの知識がなくても操作できるようにしてある。

